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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正端子と、
　負端子と、
　ハウジングと、を備えている電池であって、
　当該ハウジングは、
　　電源と、
　　前記正端子、前記負端子、および前記電源に動作可能に接続された電圧調整装置と
　を備えており、
　前記電池は、使用において前記正端子と前記負端子の間の出力電圧および出力電流を有
し、さらに、
　前記電圧調整装置は、
　　プログラムされた可変のレベルに出力電圧を調整するように互いに動作可能に接続さ
れた電子コンポーネントと、
　　前記出力電流または前記電源の電流を感知するように適合された電流感知回路と、
　　前記電圧調整装置の１つ以上の電子コンポーネントへと動作可能に接続されたコント
ローラと、を含み、
　前記コントローラは、前記電流感知回路によって感知された電流に依存する前記出力電
圧のプログラムされた可変のレベルを制御するように構成されている、電池。
【請求項２】
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　前記電源は、充電可能である、請求項１に記載の電池。
【請求項３】
　前記電圧調整装置は、前記コントローラに接続され、出力電圧を調整するために予め設
定された出力電圧において前記コントローラによって作動させられるように構成されてい
る、請求項1又は２に記載の電池。
【請求項４】
　前記電圧調整装置は、電池充電器への接続を決定するように構成された少なくとも１つ
のセンサを備え、前記少なくとも１つのセンサは、
　ｉ）前記充電器からの電圧を検出することにより、当該充電器への接続を決定すること
、
　ｉｉ）前記充電器からの電流を検出することにより、当該充電器への接続を決定するこ
と、
　ｉｉｉ）前記電源を充電するための前記充電器の検出電圧を調整するために、前記コン
トローラに電圧情報を提供すること、
　ｉｖ）前記電源を充電するための前記充電器の検出電圧を調整するために、前記コント
ローラに電流情報を提供すること、
の少なくとも１つを行うように構成されている、請求項１乃至３のいずれかに記載の電池
。
【請求項５】
　前記電圧調整装置は、前記電源の電圧レベル情報を決定して当該電圧レベル情報を前記
コントローラへともたらすように構成された電圧センサを備える、請求項１乃至４のいず
れか一項に記載の電池。
【請求項６】
　前記コントローラは、
　ａ）前記電源の電圧が所定のレベルへと低下した場合に、低出力電圧を提供する、
　ｂ）前記電池が放電の終わりに近づいたときの表示を提供するために、前記電源の電流
および電圧レベルの少なくともいずれかを監視する、
の少なくとも一つを行うように構成されている、請求項５に記載の電池。
【請求項７】
　前記電流感知回路は、
　ｉ）使用時にユーザの製品／デバイスによって取り出されている電流、
　ｉｉ）放電時に前記電源において使用されている電流、
　ｉｉｉ）前記電源から取り出されている電流、および
　ｉｖ）前記電源が充電可能である場合に前記電源を充電するために使用されている電流
、
のうちの２つ以上を検出するように構成されている、請求項１乃至６のいずれか一項に記
載の電池。
【請求項８】
　前記電池は、前記電源の電圧レベルを示す電圧レベルインジケータを含む、請求項１乃
至７のいずれか一項に記載の電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも調整された出力電圧をもたらすように構成された電圧調整装置を
備える電池、好ましくは充電式電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電池は、世界中のほぼすべての家庭で必要とされ、使用されている。毎日、１秒につき
合計で３５０個のＡＡ型電池および１５０個のＡＡＡ型電池が、購入されていると考えら
れる。入手可能な家庭用電池の主な種類は、アルカリ、リチウム、ニッケル水素（ＮｉＭ
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Ｈ）、およびニッケルカドミウム（ＮｉＣＤ）電池である。非充電式の一次電池と、異な
る形式の電源を使用して再充電することができる二次電池とが存在する。
【０００３】
　アルカリ一次（非充電式）
　アルカリ電池は、亜鉛と二酸化マンガン（Ｚｎ／ＭｎＯ２）との間の反応に依存する「
一次電池」の一種である。
【０００４】
　アルカリ電池は、比較的低コストであり、長い保管寿命を有する。さらに、壁時計およ
びテレビのリモコンなどの低電力のデバイスに適している。しかしながら、これらの種類
の電池は、より頻繁に廃棄する必要がある非充電式／使い捨ての電池であるため、汚染の
点で環境にとって有害となり得る。さらに、これらの種類の電池は、大電力のデバイスに
おいてはあまり効果的でない。すべての非充電式／使い捨てのアルカリ電池は、負荷下に
あるときに出力電圧が低下し、したがって懐中電灯／トーチランプおよびカメラなどの製
品／デバイスは、きわめて早期に性能を失ってしまう。
【０００５】
　リチウム一次（非充電式）
　リチウム電池は、リチウム金属またはリチウム化合物をアノードとして有する再使用不
可能な（一次）電池である。
【０００６】
　これらの種類の電池は、大電流のデバイスに特に有用である。しかしながら、アルカリ
電池と同様に、これらの電池も、より頻繁に廃棄する必要がある非充電式／使い捨ての電
池であるため、汚染の点で環境にとって有害となり得る。さらに、コストに関して、これ
らの種類の電池は、非充電式／使い捨ての電池にとって比較的高価である。
【０００７】
　ＮｉＭＨ／ＮｉＣｄ二次（充電式）
　ニッケル水素電池は、ＮｉＭＨまたはＮｉ－ＭＨと略されるが、水素を吸蔵する負極（
アノード）において水素を活性元素として使用する充電式電池の一種である。同様に、ニ
ッケル－カドミウム電池（ＮｉＣｄ電池またはＮｉＣａｄ電池）は、酸化水酸化ニッケル
および金属カドミウムを電極として使用する充電式電池の一種である。
【０００８】
　これらの種類の電池は、充電式であるため、何度も繰り返して使用することができ、多
数回の使用にて金銭を節約することができる。しかしながら、これらの種類の電池は、非
充電式／使い捨ての電池よりも出力電圧が低く（１．２Ｖ）、したがって、あらゆる種類
の製品／デバイスに適するわけではない。さらに、既知の電池のいくつかは、自己放電率
を有する。これらの種類の通常の充電式電池も、負荷下にあるときに出力電圧が低下する
。たとえ異なる銘柄の電池において出力電圧の低下が異なるとしても、トーチランプおよ
びカメラなどの全体としてのデバイス／製品の性能が、どの種類または銘柄の電池が使用
されるかにかかわらず、比較的早期に低下してしまう。
【０００９】
　負荷下での出力電圧の低下を許さず、一定の１．５Ｖの出力を可能にする電圧レギュレ
ータを内蔵したいくつかの充電式電池が、市場において入手可能である。これは、好都合
であるように思われるかもしれないが、電球が通常は電流負荷の下で電圧が低下するとい
う仮定にて製造されるがゆえに、多くのＬＥＤおよび白熱トーチランプを焼損させてしま
う可能性がある。さらに、これらの種類の充電式電池は、特別な／専用の充電器を必要と
する。
【００１０】
　通常の電池（アルカリ１．５Ｖ使い捨て電池、リチウム１．５Ｖ一次電池およびＮｉＭ
Ｈ　１．２Ｖ充電式電池）においては、たとえ電池が新品であり、完全に充電されていて
も、負荷の下で電圧がわずかに低下する。いくつかの電子装置は、これを念頭に置いて設
計されており、例えば多くの懐中電灯において、電球の定格が１．５Ｖでなく、例えば１
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．４Ｖなどのわずかに低い電圧にされている。
【００１１】
　固定された１．５Ｖの出力は、場合によっては、これらの電子装置を損傷させる。いく
つかの電子デバイスは、通常の１．５Ｖの使い捨て（一次）電池または１．２Ｖの充電式
（二次）電池が使用されるという前提で作られている。これらの電池は、負荷の下で出力
電圧がきわめて急速に低下する。
【００１２】
　例えば、懐中電灯の電球は、ＬＥＤおよび白熱電球のどちらも、通常は、完全な１．５
Ｖの直流（ＤＣ）（または、複数の電池が用いられる場合は１．５Ｖの倍数）で動作でき
るようには製造されておらず、むしろ１．２Ｖ～１．４Ｖの間で動作できるように製造さ
れている。固定された１．５Ｖ　ＤＣの電池を使用すると、一部の懐中電灯の電球は焼損
する。
【００１３】
　インテリジェントな調整済みの出力電圧をもたらすとともに、電池充電器への接続を感
知し、入力電圧を調整して内部セル（電源）の充電を可能にするように電子装置を設計す
ることに、大きな技術的困難が存在する。電池の内部に電子装置を備えることは、一般に
は知られておらず、あるいは容易でない。また、電池の電圧出力を調整すること、または
電池の内部に回路を備えることは、一般には知られておらず、あるいは容易でない。電池
はデバイス内で働くようにサイズおよび形状によって機能的に制限されているため、電池
のサイズおよび形状を変更することなく、大きな電力容量を有する電池を提供し、すなわ
ち電池の内部の電源のサイズを減らさないで電池の内部に追加の電子コンポーネントを収
めることは、多くの場合に困難となり得る。電子装置による電池の電力の消耗の恐れを軽
減しつつ、電池に電子装置を追加することは、多くの場合に困難となり得る。また、電池
を充電するために追加の取り外し可能または移動可能なコンポーネントまたは特定のアダ
プタ／コネクタを必要とすることなく、複数の充電装置を用いた充電を可能にするように
電池の充電を制御することも、一般には知られていない。また、より小型の電池（ＡＡ型
およびＡＡＡ型電池、など）に過度に大きな空間を占めることなく収めることができるよ
うに電子装置を最適化および小型化するうえでも、技術的困難が存在し得、電子装置の占
める空間が大きくなると、電源（Ｌｉ－ｉｏｎセル、など）のための空間が少なくなり、
したがって電池の容量が小さくなってしまう。
【００１４】
　米国特許第８，３１４，５９０号明細書および米国特許第７，６３３，２６１号明細書
の両者が、固定の電圧出力を有する電池を開示している。しかしながら、インテリジェン
トな可変の出力を提供する電池または提供することができる電池は、開示されていない。
【００１５】
　米国特許第８，３１４，５９０号明細書は、ＵＳＢ接続を用いた充電を必要とする電池
を開示している。同様に、中国実用新案公告第２０１１７４４０５号明細書が、特殊な専
用の電池充電器を必要とする電池を開示している。さらに、これらの文献は、インテリジ
ェントな可変の出力をもたらすことができる電池を開示していない。
【００１６】
　電池を使用するユーザのデバイス／製品が持続的な高性能（さらに、充電式電池の場合
には、電池の再充電が必要になるまでの持続的な高性能）を有するよう、適切な電圧出力
をもたらすように微小電子装置によって電源（３．７Ｖの内部Ｌｉ－ｉｏｎセル、など）
を調整することによって機能する電池が、必要とされている。また、上述したように、電
池の出力電圧が調整されず、常に１．５Ｖに設定されると、トーチランプなどの製品／デ
バイスの焼損の可能性があるため、トーチランプなどの製品／デバイスの焼損の可能性を
排除し、あるいは少なくとも低減するために、出力電圧を特定の範囲の間で調整でき、最
も好ましくは１．２５Ｖ～１．５Ｖの間で調整できる電池が、やはり必要とされている。
さらに、１つの随意による選択肢として、既存のＮｉＭＨ／ＮｉＣｄ電池充電器を使用し
て電池を充電できるように、入力充電電圧を調整する電子装置を有する電池が、必要とさ
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れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】米国特許第８，３１４，５９０号明細書
【特許文献２】米国特許第７，６３３，２６１号明細書
【特許文献３】中国実用新案公告第２０１１７４４０５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明の目的は、上述の欠点の一部またはすべてを単純でありながら効果的なやり方で
除去または最小化し、あるいは少なくとも公衆に有用な選択肢を提供する改善された電池
を提供することにある。
【００１９】
　先行参考文献
　本明細書において言及されたあらゆる特許または特許出願を含むすべての参考文献は、
援用によって本明細書に組み込まれる。いかなる参考文献も、決して先行技術を構成する
と認められるものではない。参考文献の検討においては、それらの文献の著者の主張の内
容が述べられ、本出願の出願人は、引用された文献の正確性および適切性に異議申し立て
をする権利を留保する。本明細書において、いくつかの先行技術文献に言及するかもしれ
ないが、そのような言及が、それらの文献のいずれかがニュージーランドおよびその他の
国々における共有の一般的技術知識の一部を形成すると認めるものではないことを、明ら
かに理解できるであろう。
【００２０】
　定義
　用語「…を備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」は、種々の法域において、排他的な意味また
は包括的な意味のいずれかに帰することができると、認識されている。本明細書の目的に
おいて、用語「…を備える」は、別段の記載がない限り、包括的な意味を有するものとさ
れ、すなわちこの用語が直接参照する列挙された構成要素だけでなく、他の非特定の構成
要素または要素も含むことを意味すると解釈される。この解釈は、用語「…を備えた（ｃ
ｏｍｐｒｉｓｅｄ）」または「…を備えている（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」が、装置なら
びに／あるいは方法またはプロセスにおける１つ以上のステップに関して用いられる場合
にも使用される。
【００２１】
　特に具体的に述べられない限り、用語「電池」は、内部の化学エネルギーによる電源を
備える容器または製品を指す。例えば、容器または製品は、ＡＡ型、ＡＡＡ型、Ｃ型、Ｄ
型、またはその他のサイズおよび形式であってよい。
【００２２】
　特に具体的に述べられない限り、用語「電源」は、化学エネルギーを電気に変換する１
つ以上のセルを備える電池の電力源を指す。例えば、Ｌｉ－ｉｏｎセル、ＮｉＭＨセル、
ＮｉＣｄセル、ＺＮ／ＭＮＯ２セル、または他のそのような化学的な電源であってよい。
随意により、電源は、充電式であってもよい。
【００２３】
　特に具体的に述べられない限り、用語「Ｌｉ－ｉｏｎセル」は、電池のための電源の１
つの例示的な形態である内部リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）セルを意味するように意図
されている。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　第１の態様において、本発明は、
　正端子と、
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　負端子と、
　電源と、
　正端子、負端子、および電源に動作可能に接続された電圧調整装置と
　を備えており、
　電圧調整装置は、プログラムされた可変のレベルにおいて出力電圧を調整するように互
いに動作可能に接続された電子コンポーネントを含む、電池にある。
【００２５】
　好ましくは、電池は、充電可能な電源を備える充電式電池である。
【００２６】
　好ましくは、電源は、Ｌｉ－ｉｏｎセルである。
【００２７】
　好ましくは、電源は、１つ以上のワイヤを介して電圧調整装置へと電力をもたらす。
【００２８】
　好ましくは、Ｌｉ－ｉｏｎセルは、２．８～３．７ボルトの間である。
【００２９】
　好ましくは、電圧調整装置は、入力および出力信号を送信および受信することによって
プログラムされた可変のレベルにおいて出力電圧を感知および調整するために、正端子、
負端子、電源、ならびに電圧調整装置の他の電子コンポーネントのうちの１つ以上へと動
作可能に接続されたプログラマブルコントローラを備える。
【００３０】
　好ましくは、電圧調整装置は、少なくとも１つのレギュレータを備え、少なくとも１つ
のレギュレータは、プログラマブルコントローラに動作可能に接続され、出力電圧を調整
するために予め設定された電池出力レベルにおいてプログラマブルコントローラによって
作動させられるように構成される。
【００３１】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、電源を充電する入力電圧を割
り出すように構成された少なくとも１つの電圧センサを備え、少なくとも１つの電圧セン
サは、プログラマブルコントローラに動作可能に接続され、プログラマブルコントローラ
は、入力電圧を調整するために少なくとも１つの電圧センサからの少なくとも１つの入力
信号を受信するように構成される。
【００３２】
　好ましくは、電圧調整装置は、電源の電圧レベル情報を決定し、電圧レベル情報をプロ
グラマブルコントローラへともたらすように構成された少なくとも１つの電圧センサを備
える。
【００３３】
　好ましくは、プログラマブルコントローラは、電源電圧が所定のレベルへと低下した場
合に、より低い出力電圧をもたらすようにプログラムされる。
【００３４】
　好ましくは、電圧調整装置は、電源における出力電流を割り出すように構成された少な
くとも１つの電流センサを備え、少なくとも１つの電流センサは、プログラマブルコント
ローラに動作可能に接続され、プログラマブルコントローラは、少なくとも１つの電流セ
ンサから少なくとも１つの入力信号を受信し、プログラムされた可変のレベルにおいて出
力電流に応じて出力電圧を調整するように構成される。
【００３５】
　好ましくは、電圧調整装置は、電池充電器への接続を検出するように構成された少なく
とも１つの電流センサを備え、少なくとも１つの電流センサは、プログラマブルコントロ
ーラに動作可能に接続される。
【００３６】
　好ましくは、電圧調整装置は、プログラマブルコントローラに動作可能に接続された少
なくとも１つの電流センサを備え、少なくとも１つの電流センサは、ｉ）使用時にユーザ
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の製品／デバイスによって取り出されている電流、ｉｉ）放電時に充電可能な電源におい
て使用されている電流、ｉｉｉ）電源から取り出されている電流、およびｉｖ）電源が充
電可能である場合に電源へと充電されている電流、のうちの２つ以上を検出するように構
成される。
【００３７】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、電池充電器への接続を電池充
電器からの電圧を検出することによって判断するように構成された少なくとも１つの充電
器センサを備え、少なくとも１つの充電器センサは、プログラマブルコントローラに動作
可能に接続される。
【００３８】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、電池充電器の電圧を電圧レベ
ル情報として検出し、電源を充電すべく検出された電池充電器の電圧を調整するために電
圧レベル情報をプログラマブルコントローラへともたらすように構成された少なくとも１
つの充電器センサを備える。
【００３９】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、電池充電器から電圧レベル情
報を検出し、プログラムされた可変のレベルにおいて出力電流に応じて出力電圧を調整す
るために電圧レベル情報をプログラマブルコントローラへともたらすように構成された少
なくとも１つの充電器センサを備える。
【００４０】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、プログラマブルコントローラ
に動作可能に接続された昇圧レギュレータを備え、プログラマブルコントローラは、電池
充電器から供給される電圧を昇圧レギュレータによって電源を充電するためのより高い電
圧へと高めることができるよう、昇圧レギュレータから少なくとも１つの入力信号を受信
するように構成される。
【００４１】
　好ましくは、電圧調整装置は、プログラマブルコントローラに動作可能に接続された降
圧レギュレータを備え、プログラマブルコントローラは、降圧レギュレータが電源によっ
て供給される電圧を降圧レギュレータによって電池の出力電圧へと変換できるよう、降圧
レギュレータから少なくとも１つの入力信号を受信するように構成される。
【００４２】
　好ましくは、電圧調整装置は、プログラマブルコントローラに動作可能に接続されたノ
イズ抑制回路を備え、プログラマブルコントローラは、ノイズの抑制のためにノイズ抑制
回路から少なくとも１つの入力信号を受信するように構成される。
【００４３】
　好ましくは、電池は、電源の電圧レベルの表示をもたらすための電圧レベルインジケー
タを含む。
【００４４】
　好ましくは、プログラマブルコントローラは、入力および出力信号に基づいて電源の電
流および／または電圧レベルを監視するようにプログラムされ、プログラマブルコントロ
ーラは、電池が放電の終わりに近づくときに表示をもたらすために、電圧レベルインジケ
ータに動作可能に接続される。
【００４５】
　好ましくは、電池は、少なくとも電源および電圧調整装置を収容するように構成された
ハウジングを備える。
【００４６】
　好ましくは、電池は、ＡＡ型電池またはＡＡＡ型電池である。
【００４７】
　好ましくは、調整された出力電圧は、１．２Ｖ～１．５Ｖの間の範囲にある。
【００４８】
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　好ましくは、調整された出力電圧は、１．２５Ｖ～１．５Ｖの間の範囲にある。
【００４９】
　第２の態様において、本発明は、電池の少なくとも出力電圧をプログラムされた可変の
レベルにおいて調整するための電圧調整装置であって、
　電池の電源における出力電流を感知するように構成された電流感知回路と、
　電流感知回路から少なくとも１つの入力信号を受信し、プログラムされた可変のレベル
において出力電流に応じて出力電圧を調整するように構成されたプログラマブルコントロ
ーラと
　を備える電圧調整装置にある。
【００５０】
　好ましくは、電源は、充電可能な電源である。
【００５１】
　好ましくは、電圧調整装置は、少なくとも１つのレギュレータを備え、少なくとも１つ
のレギュレータは、プログラマブルコントローラに動作可能に接続され、出力電圧を調整
するために予め設定された電池出力レベルにおいてプログラマブルコントローラによって
作動させられるように構成される。
【００５２】
　好ましくは、電圧調整装置は、電源を充電する入力電圧を割り出すように構成された少
なくとも１つの電圧センサを備え、少なくとも１つの電圧センサは、プログラマブルコン
トローラに動作可能に接続され、プログラマブルコントローラは、入力電圧を調整するた
めに少なくとも１つの電圧センサからの少なくとも１つの入力信号を受信するように構成
される。
【００５３】
　好ましくは、電圧調整装置は、電源の電圧レベル情報を決定し、電圧レベル情報をプロ
グラマブルコントローラへともたらすように構成された少なくとも１つの電圧センサを備
える。
【００５４】
　好ましくは、プログラマブルコントローラは、電源電圧が所定のレベルへと低下した場
合に、より低い出力電圧をもたらすようにプログラムされる。
【００５５】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電流感知回路は、電池充電器への接続へと構成
され、少なくとも１つの電流センサは、プログラマブルコントローラに動作可能に接続さ
れる。
【００５６】
　好ましくは、電流感知回路は、ｉ）使用時にユーザの製品／デバイスによって取り出さ
れている電流、ｉｉ）放電時に電源において使用されている電流、ｉｉｉ）電源から取り
出されている電流、およびｉｖ）電源が充電可能である場合に電源へと充電されている電
流、のうちの少なくとも２つを検出するように構成される。
【００５７】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、電池充電器への接続を電池充
電器からの電圧を検出することによって判断するように構成された少なくとも１つの充電
器センサを備え、少なくとも１つの充電器センサは、プログラマブルコントローラに動作
可能に接続される。
【００５８】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、電池充電器の電圧を電圧レベ
ル情報として検出し、充電可能な電源を充電すべく検出された電池充電器の電圧を調整す
るために電圧レベル情報をプログラマブルコントローラへともたらすように構成された少
なくとも１つの充電器センサを備える。
【００５９】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、電池充電器から電圧レベル情
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報を検出し、プログラムされた可変のレベルにおいて出力電流に応じて出力電圧を調整す
るために電圧レベル情報をプログラマブルコントローラへと送信するように構成された少
なくとも１つの充電器センサを備える。
【００６０】
　好ましくは、電源は、充電可能であり、電圧調整装置は、プログラマブルコントローラ
に動作可能に接続された昇圧レギュレータを備え、プログラマブルコントローラは、電池
充電器から供給される電圧を昇圧レギュレータによって電源を充電するためのより高い電
圧へと高めることができるよう、昇圧レギュレータから少なくとも１つの入力信号を受信
するように構成される。
【００６１】
　好ましくは、電圧調整装置は、プログラマブルコントローラに動作可能に接続された降
圧レギュレータを備え、プログラマブルコントローラは、降圧レギュレータが電源によっ
て供給される電圧を降圧レギュレータによって電池の出力電圧へと変換できるよう、降圧
レギュレータから少なくとも１つの入力信号を受信するように構成される。
【００６２】
　好ましくは、電圧調整装置は、プログラマブルコントローラに動作可能に接続されたノ
イズ抑制回路を備え、プログラマブルコントローラは、ノイズの抑制のためにノイズ抑制
回路から少なくとも１つの入力信号を受信するように構成される。
【００６３】
　好ましくは、プログラマブルコントローラは、入力および出力信号に基づいて電源の電
流および／または電圧レベルを監視するようにプログラムされ、プログラマブルコントロ
ーラは、電池が放電の終わりに近づくときに表示をもたらすために、電圧レベルインジケ
ータに動作可能に接続される。
【００６４】
　第３の態様において、本発明は、
　正端子と、
　負端子と、
　電源と、
　正端子、負端子、および電源に動作可能に接続された電圧調整装置と
　を備えており、
　電圧調整装置は、プログラムされた可変のレベルにおいて出力電圧を調整するように構
成されている、電池にある。
【００６５】
　好ましくは、電源は、充電可能な電源である。
【００６６】
　好ましくは、電源は、Ｌｉ－ｉｏｎセルである。
【００６７】
　好ましくは、電源は、１つ以上のワイヤを介して電圧調整装置へと電力をもたらす。
【００６８】
　好ましくは、Ｌｉ－ｉｏｎセルは、２．８Ｖ～３．７Ｖの間である。
【００６９】
　好ましくは、電圧調整装置は、電源を充電する入力電圧を感知および調整するように構
成される。
【００７０】
　好ましくは、電圧調整装置は、出力電流を感知し、出力電流に応じて出力電圧を調節す
るように構成される。
【００７１】
　好ましくは、電圧調整装置は、電池が充電可能な電池である場合に、電池充電器への接
続を感知するように構成される。
【００７２】
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　好ましくは、電池は、充電可能な電池であり、電圧調整装置は、電池充電器への接続を
感知し、電池充電器の電圧を検出して、検出された電池充電器の電圧を充電可能な電源の
充電のために調整するように構成される。
【００７３】
　好ましくは、電池は、少なくとも電源および電圧調整装置を収容するように構成された
ハウジングを備える。
【００７４】
　好ましくは、電池は、ＡＡ型電池またはＡＡＡ型電池である。
【００７５】
　好ましくは、調整された出力電圧は、１．２Ｖ～１．５Ｖの間の範囲にあり、より好ま
しくは１．２５Ｖ～１．５Ｖの間の範囲にある。
【００７６】
　好ましくは、電圧調整装置は、電源の電流および／または電圧レベルを監視し、電池が
放電の終わりに近づくときにユーザに知らせをもたらすように構成される。
【００７７】
　好ましくは、電池は、電源の電圧レベルの表示をもたらすための電圧レベルインジケー
タを含む。
【００７８】
　好ましくは、電圧調整装置は、少なくとも、
　電池の電源における出力電流を感知するように構成された電流感知回路と、
　電流感知回路から少なくとも１つの入力信号を受信し、プログラムされた可変のレベル
において出力電流に応じて出力電圧を調整するように構成されたプログラマブルコントロ
ーラと
　を備える。
【００７９】
　好ましくは、電圧調整装置は、出力電圧を調整するために予め設定された電池出力電流
レベルにおいてプログラマブルコントローラによって作動させられるように構成された少
なくとも１つのレギュレータを備える。
【００８０】
　好ましくは、電池は、充電可能な電池であり、電圧調整装置は、電池充電器から電圧レ
ベル情報を検出し、プログラムされた可変のレベルにおいて出力電流に応じて出力電圧を
調整するために電圧情報をプログラマブルコントローラへと送信するように構成された充
電器センサを備える。
【００８１】
　好ましくは、電圧調整装置は、電源の電圧レベル情報を感知し、電圧レベル情報をプロ
グラマブルコントローラへともたらすように構成された電圧センサを備え、プログラマブ
ルコントローラは、電源電圧が所定のレベルへと低下した場合に、より低い出力電圧をも
たらすようにプログラムされる。
【００８２】
　好ましくは、電圧調整装置は、
　ａ）ｉ）ユーザの製品／デバイスによって取り出されている電流、ｉｉ）放電時に電池
の電源において使用されている電流、およびｉｉｉ）電源から取り出されている電流、の
うちの少なくとも２つを検出するように構成された電流感知回路と、
　ｂ）電源によって供給される電圧を電池の出力電圧へと変換するように構成された降圧
レギュレータと、
　ｃ）少なくとも電流感知回路および降圧レギュレータから入力信号を受信し、プログラ
ムされた可変のレベルにおいて電池の出力電圧を制御および調整するように構成されたプ
ログラマブルコントローラと
　を備える。
【００８３】
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　好ましくは、電圧調整装置は、ノイズ抑制のために互いに動作可能に接続された複数の
電子コンポーネントを備える。
【００８４】
　好ましくは、電圧調整装置は、充電可能な電源を含み、
　ａ）ｉ）ユーザの製品／デバイスによって取り出されている電流、ｉｉ）放電時に電池
の電源において使用されている電流、ｉｉｉ）充電可能な電源から取り出されている電流
、およびｉｖ）充電可能な電源へと充電されている電流、のうちの少なくとも２つを検出
するように構成された電流感知回路と、
　ｂ）外部の電池充電器から供給される電圧を充電可能な電源を充電するためにより高い
電圧へと高めるように構成された昇圧レギュレータと、
　ｃ）電源によって供給される電圧を電池の出力電圧へと変換するように構成された降圧
レギュレータと、
　ｄ）少なくとも電流感知回路、昇圧レギュレータ、および降圧レギュレータから入力信
号を受信し、プログラムされた可変のレベルにおいて電池の出力電圧を制御および調整す
るように構成されたプログラマブルコントローラと
　を備える。
【００８５】
　好ましくは、電圧調整装置は、ノイズ抑制のために互いに動作可能に接続された複数の
電子コンポーネントを備える。
【００８６】
　好ましくは、電圧調整装置は、充電可能な電源を含み、
　ａ）ユーザの製品／デバイスによって取り出されている電流および放電時に電池の充電
可能な電源において使用されている電流を感知／検出するように構成された第１の電流感
知回路と、
　ｂ）外部の電池充電器から供給される電圧を充電可能な電源を充電するためにより高い
電圧へと高めるように構成された昇圧レギュレータと、
　ｃ）充電可能な電源によって供給される電圧を電池の出力電圧へと変換するように構成
された降圧レギュレータと、
　ｄ）外部の電池充電器によって供給されている電流および充電可能な電源へと充電され
ている電流を感知／検出するように構成された第２の電流感知回路と、
　ｅ）少なくとも第１の電流感知回路、昇圧レギュレータ、降圧レギュレータ、および第
２の電流感知回路から入力信号を受信し、プログラムされたレベルにおいて電池の出力電
圧を制御および調整するように構成されたプログラマブルマイクロコントローラと
　を備える。
【００８７】
　好ましくは、電圧調整装置は、ノイズ抑制のために互いに動作可能に接続された複数の
電子コンポーネントを備える。
【００８８】
　好ましくは、電圧調整装置は、マイクロコントローラの電圧を調整するように構成され
たマイクロコントローラ電圧調整装置を備え、マイクロコントローラ電圧調整装置は、マ
イクロコントローラの外部に配置され、マイクロコントローラの電圧を調整するように構
成される。
【００８９】
　好ましくは、電池の出力電圧は、１．２Ｖ～１．５Ｖの間、より好ましくは１．２５Ｖ
～１．５Ｖの間のプログラムされたレベルにおいて制御および調整される。
【００９０】
　好ましくは、第１および第２の電流感知回路の各々は、互いに動作可能に接続された２
つの抵抗器および１つのコンデンサを少なくとも備える。
【００９１】
　好ましくは、昇圧レギュレータは、互いに動作可能に接続されたＮチャネルＭＯＳＦＥ
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Ｔ、４つの抵抗器、ダイオード、およびコンデンサを少なくとも備える。
【００９２】
　好ましくは、降圧レギュレータは、互いに動作可能に接続されたＰチャネルＭＯＳＦＥ
Ｔ、ダイオード、および２つの抵抗器を少なくとも備える。
【００９３】
　好ましくは、ノイズ抑制のための複数の電子コンポーネントは、互いに動作可能に接続
された４つのコンデンサおよびインダクタを少なくとも備える。
【００９４】
　好ましくは、マイクロコントローラ電圧調整装置は、互いに動作可能に接続された抵抗
器およびダイオードを少なくとも備える。
【００９５】
　第４の態様において、本発明は、電池の少なくとも出力電圧をプログラムされた可変の
レベルにおいて調整するための電圧調整装置であって、
　電池の電源における出力電流を感知するように構成された電流感知回路と、
　電流感知回路から少なくとも１つの入力信号を受信し、プログラムされた可変のレベル
において出力電流に応じて出力電圧を調整するように構成されたプログラマブルコントロ
ーラと
　を少なくとも備える電圧調整装置にある。
【００９６】
　好ましくは、電源は、充電可能な電源である。
【００９７】
　好ましくは、電圧調整装置は、出力電圧を調整するために予め設定された電池出力電流
レベルにおいてプログラマブルコントローラによって作動させられるように構成された少
なくとも１つのレギュレータをさらに備える。
【００９８】
　好ましくは、電圧調整装置は、充電可能な電源を含み、電池充電器から電圧レベル情報
を検出し、プログラムされた可変のレベルにおいて出力電流に応じて出力電圧を調整する
ために電圧情報をプログラマブルコントローラへと送信するように構成された充電器セン
サをさらに備える。
【００９９】
　好ましくは、電圧調整装置は、電源の電圧レベル情報を感知し、電圧レベル情報をプロ
グラマブルコントローラへともたらすように構成された電圧センサをさらに備え、プログ
ラマブルコントローラは、電源電圧が所定のレベルへと低下した場合に、より低い出力電
圧をもたらすようにプログラムされる。
【０１００】
　第５の態様において、本発明は、
　正端子と、
　負端子と、
　電源と、
　正端子、負端子、および電源に動作可能に接続された電圧調整装置と
　を備えており、
　電圧調整装置は、
　電池の電源における出力電流を感知するように構成された電流感知回路と、
　電流感知回路から少なくとも１つの入力信号を受信し、プログラムされた可変のレベル
において出力電流に応じて出力電圧を調整するように構成されたプログラマブルコントロ
ーラと
　を備える、電池にある。
【０１０１】
　電池は、随意により、充電可能な電源を有する充電式電池であってよい。
【０１０２】
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　第６の態様において、本発明は、電池の充電可能な電源を充電するために外部の電池充
電器から供給される電圧を制御および調整するための電圧調整装置であって、
　ａ）電源を充電するために外部の電池充電器から供給される電圧をより高い電圧へと高
めるように構成された昇圧レギュレータと、
　ｂ）電源へと充電されている電流として外部の電池充電器によって供給されている電流
を感知／検出するように構成された電流感知回路と、
　ｃ）電池の充電可能な電源を充電するために供給される電圧を制御および調整するため
に、少なくとも電流感知回路および昇圧レギュレータから入力信号を受信するように構成
されたプログラマブルマイクロコントローラと
　を備える電圧調整装置にある。
【０１０３】
　別の態様において、本発明は、プログラムされたレベルにおいて充電式電池の少なくと
も出力電圧を制御および調整するための電圧調整装置であって、
　ａ）ユーザの製品／デバイスによって取り出されている電流および放電時に電池の電源
において使用されている電流を感知するように構成された第１の電流感知回路と、
　ｂ）電源を充電するために外部の電池充電器から供給される電圧をより高い電圧へと高
めるように構成された昇圧レギュレータと、
　ｃ）電源によって供給される電圧を電池の出力電圧へと変換するように構成された降圧
レギュレータと、
　ｄ）外部の電池充電器によって供給されている電流および電源へと充電されている電流
を感知／検出するように構成された第２の電流感知回路と、
　ｅ）少なくとも第１の電流感知回路、昇圧レギュレータ、降圧レギュレータ、および第
２の電流感知回路から入力信号を受信し、プログラムされたレベルにおいて電池の出力電
圧を制御および調整するように構成されたプログラマブルマイクロコントローラと
　を備える電圧調整装置にある。
【０１０４】
　好ましくは、電圧調整装置は、ノイズ抑制のために互いに動作可能に接続された複数の
電子コンポーネントを備える。
【０１０５】
　好ましくは、電圧調整装置は、マイクロコントローラの電圧を調整するように構成され
たマイクロコントローラ電圧調整装置を備え、マイクロコントローラ電圧調整装置は、マ
イクロコントローラの外部に配置され、マイクロコントローラの電圧を調整するように構
成される。
【０１０６】
　好ましくは、電池の出力電圧は、１．２Ｖ～１．５Ｖの間、より好ましくは１．２５Ｖ
～１．５Ｖの間のプログラムされたレベルにおいて制御および調整される。
【０１０７】
　好ましくは、第１および第２の電流感知回路の各々は、互いに動作可能に接続された２
つの抵抗器および１つのコンデンサを少なくとも備える。
【０１０８】
　好ましくは、昇圧レギュレータは、互いに動作可能に接続されたＮチャネルＭＯＳＦＥ
Ｔ、４つの抵抗器、ダイオード、およびコンデンサを少なくとも備える。
【０１０９】
　好ましくは、降圧レギュレータは、互いに動作可能に接続されたＰチャネルＭＯＳＦＥ
Ｔ、ダイオード、および２つの抵抗器を少なくとも備える。
【０１１０】
　好ましくは、ノイズ抑制のための複数の電子コンポーネントは、互いに動作可能に接続
された４つのコンデンサおよびインダクタを少なくとも備える。
【０１１１】
　好ましくは、マイクロコントローラ電圧調整装置は、互いに動作可能に接続された抵抗
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器およびダイオードを少なくとも備える。
【０１１２】
　またさらなる態様において、本発明は、上記の言明のうちのいずれか１つ以上に定義さ
れた電圧調整装置を備える電池にある。
【０１１３】
　次に、本発明を、添付の図面を参照して、あくまでも例として説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１１４】
【図１】本発明による充電式電池の第１の実施形態を示しており、電池のいくつかの内部
コンポーネントも示されている。
【図２】図１の電池の第１の実施形態の切断図である。
【図３（ａ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第１の実施形態
の概略図である。
【図３（ｂ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第１の実施形態
の概略図である。
【図３（ｃ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第１の実施形態
の概略図である。
【図４（ａ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図４（ｂ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図４（ｃ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図４（ｄ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図４（ｅ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図４（ｆ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図４（ｇ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図４（ｈ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図４（ｉ）】図１および図２の電池において使用される電圧調整回路の第２の実施形態
の概略図である。
【図５】本発明の一実施形態の電圧調整回路を使用して、出力電流を感知し、電池の出力
電圧を調節する例示的なプロセスを示すブロック図である。
【図６】本発明の電圧調整回路に使用することができる例示的な出力電流センサ回路の概
略図である。
【図７】本発明の一実施形態において使用することができる例示的な低ドロップアウトリ
ニア（ＬＤＯ）レギュレータ回路の概略図である。
【図８】本発明の一実施形態において使用することができる同期降圧レギュレータ回路の
概略図である。
【図９】本発明の電圧調整回路において使用することができる出力電流センサ回路の別の
形態の概略図である。
【図１０】本発明の電圧調整回路を用いたインテリジェントな電池充電のための例示的な
プロセスを示すブロック図である。
【図１１】電圧調整回路の第２の実施形態とともに使用するために適した電池充電器を検
出するための比較器回路の例である。
【図１２】本発明の電圧調整回路における使用に適した内部セルを充電するためのデュア
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ルスロープＡＤＣ回路の例である。
【図１３】本発明の電圧調整回路における使用に適した内部セルを充電するためのトラン
スフォーマベースの回路の例である。
【図１４】本発明の電圧調整回路における使用に適した内部セルを充電するためのシング
ルエンド・プライマリ・インダクタ・コンバータ回路の例である。
【図１５】本発明の電圧調整回路を使用し、内部電源／内部セルを監視して、電源が放電
の終わりに近づくにつれて電圧を下げるための例示的なプロセスを示すブロック図である
。
【図１６】本発明の電圧調整回路における使用に適した電池電圧レベルを決定するための
電流制限回路の例である。
【図１７】本発明の電圧調整回路における使用に適した電圧レベルを示すために電池電圧
レベルを決定するための回路の例である。
【図１８】いくつかの種類のＡＡ型電池について、デジタルコンパクトカメラで試験した
ときのデータを示す棒グラフである。
【図１９】いくつかの種類のＡＡＡ型電池について、ＣＲＥＥ　ＬＥＤ懐中電灯で試験し
た場合の実際を示す例示的なグラフである。
【図２０】いくつかの種類の電池について、連続使用による外部カメラフラッシュの充電
に関して、長期使用時の予想される結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【０１１５】
　以下の説明において、本発明が、好ましい諸例に関連して説明される。これらの例およ
び／または図面は、純粋に本発明を例示するためのものにすぎず、本発明の範囲から逸脱
することなく、可能な変形および変更が容易に明らかであるため、本発明は、決してこれ
らの例および／または図面に限定されない。
【０１１６】
　図１および図２は、互いに動作可能に接続された電子コンポーネントを備える本発明の
電池（１００）の一実施形態を示している。一形態において、電池（１００）は、３．７
ボルト（Ｖ）などの好ましくは３．２Ｖ～３．８Ｖの所定の電圧のＡＡ型またはＡＡＡ型
のサイズの充電式リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）電池である。電池（１００）は、少な
くとも電圧調整のための回路を備える電圧調整装置（１１０）へと第１のワイヤ（１０４
）などの電圧運搬手段によって動作可能に接続された正端子（１０２）を含む。以下では
、電圧調整装置（１１０）を、電圧調整回路（１１０）と呼ぶこととする。したがって、
第１のワイヤ（１０４）は、電池の正端子（１０２）を電圧調整回路（１１０）へと電気
的に接続する。
【０１１７】
　電圧調整回路（１１０）は、適切な電気的に接続された構成の電子コンポーネントを備
える。電圧調整回路（１１０）における電子コンポーネントの２つの例示的な構成を示す
回路図が、後に図３（ａ）～図３（ｃ）および図４（ａ）～図４（ｉ）を参照して説明さ
れる。
【０１１８】
　再び図１および図２を参照すると、電圧調整回路（１１０）は、別の電圧運搬手段、好
ましくは第２のワイヤ（１０６）によって、負端子（１１２）へとさらに接続されている
。さらに、電圧調整回路（１１０）は、この例においては３．７ＶのＬｉ－ｉｏｎセルな
どの２．６Ｖ～４．６ＶのＬｉ－ｉｏｎセルである内部セル（１１４）へと、１つ以上の
ワイヤ（１０８）によって接続されている。電池（１００）は、電池の電子コンポーネン
トを収容するような形状および構成とされた任意の適切な材料からなるハウジングまたは
シェル（１１６）をさらに備える。シェル（１１６）は、電池（１００）の電子コンポー
ネントを囲み、保護し、密閉する。好ましくは、シェル１１６は、きわめて薄い（厚さが
約１ｍｍの）金属で作られる。この一例におけるシェルは、第１の部分（例えば、底部）
と第２の部分（例えば、上部）とを有する閉じた筒として形作られ、シェルの第２の部分
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は、組み立て後に取り付けられる。
【０１１９】
　電圧調整回路（１１０）は、少なくとも、プログラムされた可変のレベルにおいて出力
電圧を調整し、かつ／または内部セル（１１４）を充電する入力電圧を感知して調整する
ように構成される。内部セル（１１４）は、１つ以上のワイヤ（１０８）を介して電圧調
整回路（１１０）に電力をもたらすように構成される。これらの１つ以上のワイヤ（１０
８）は、内部セル（１１４）の充電および放電の両方に使用されるように構成される。内
部セル（１１４）は、好ましくは任意の電源であるが、例は、Ｌｉ－ｉｏｎセルの使用を
説明する。当業者であれば、別の電源、特に充電可能な電源について、同様のシステムを
開発できることを、理解できるであろう。
【０１２０】
　電圧調整回路（１１０）は、電源を充電する入力電圧を割り出すように構成された少な
くとも１つの電圧センサを備えることができ、電源は、内部セル（１１４）である。電圧
センサは、プログラマブルコントローラに動作可能に接続される。プログラマブルコント
ローラは、少なくとも１つの電圧センサから少なくとも１つの入力信号を受信して入力電
圧を調整するように構成される。
【０１２１】
　電圧センサを、電源の電圧レベル情報を明らかにし、電圧レベル情報をプログラマブル
コントローラへと送るように構成することができる。プログラマブルコントローラは、電
源のより低い出力電圧をもたらすようにプログラムされる。
【０１２２】
　電圧センサ回路の例示的な実施形態については、後でさらに詳しく説明する。
【０１２３】
　同様に、電圧調整回路（１１０）は、内部セル（１１４）の出力電流を明らかにするよ
うに構成された少なくとも電流センサを備えることができる。少なくとも１つの電流セン
サも、プログラマブルコントローラへと動作可能に接続され、プログラマブルコントロー
ラは、少なくとも１つの電流センサから少なくとも１つの入力信号を受け取り、プログラ
ムされた可変のレベルの出力電流に従って出力電圧を調整するように構成される。
【０１２４】
　電流センサは、プログラマブルコントローラへと動作可能に接続されたときに電池充電
器への接続を検出するように構成することができる。
【０１２５】
　さらに、電流センサを、以下のうちの２つ以上、すなわち、ｉ）使用中にユーザの製品
／デバイスによって取り出されている電流、ｉｉ）放電中に内部セル（１１０）において
使用されている電流、ｉｉｉ）内部セル（１１０）から取り出されている電流、およびｉ
ｖ）内部セル（１１０）が充電式である場合に、内部セル（１１０）の充電に使用されて
いる電流、のうちの２つ以上を検出するように構成することができる。
【０１２６】
　電流センサ回路の例示的な実施形態については、後でさらに詳細に説明する。
【０１２７】
　電圧調整回路（１１０）を、２つの例示的な実施形態を参照して説明する。回路を電圧
調整回路（１１０）と呼んでいるが、電圧調整が必ずしも電圧調整回路（１００）の唯一
の目的ではないことを、理解すべきである。電圧調整回路（１１０）の他の機能のいくつ
かについては、後で説明する。
【０１２８】
　電圧調整回路の第１の実施形態（図３（ａ）～図３（ｃ））
　図３（ａ）～図３（ｃ）が、本発明の電池（１００）において使用することができる電
圧調整回路（１１０）の一形態の回路図を協働して示している。図３（ａ）～図３（ｃ）
から見て取ることができるとおり、電圧調整回路（１１０）は、互いに電子的かつ動作可
能に接続されたいくつかの電子コンポーネントを備える。それらの電子コンポーネントの
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大部分については、値および単位も示されている。当業者にとって、電圧調整回路（１１
０）の構成および機能は、図３（ａ）～図３（ｃ）の概略図を検討すれば自明であり、し
たがって詳細に説明する必要はない。
【０１２９】
　それにもかかわらず、図３（ａ）～図３（ｃ）に示した電圧調整回路（１１０）の概略
図を、ここで簡単に説明する。
【０１３０】
　図３（ｂ）に示されるように、電圧調整回路（１１０）は、図３（ａ）および図３（ｃ
）の回路からいくつかの入力および出力信号を送信および受信するように構成された電子
コントローラを備え、電子コントローラは、プログラマブルコントローラであってよく、
例えばＰＩＣ１６Ｆ６１６マイクロコントローラなどのマイクロコントローラ（Ｕ１）で
あってよい。マイクロコントローラ（Ｕ１）は、入力および出力信号を送信および受信す
ることによって、プログラムされた可変のレベルにおいて出力電圧を感知および調整する
ために、正端子、負端子、および電源へと動作可能に接続され、電圧調整装置の他の電子
コンポーネントのうちの１つ以上へと動作可能に接続される。
【０１３１】
　図３（ａ）において、左側の第１のコンポーネント（Ｐ１）は、ユーザの製品／デバイ
ス（図示せず）に接続されてユーザの製品／デバイスへと電力を供給するように構成され
た電池（１００）の端子（１０２および１１２）を表す。さらに、第１のコンポーネント
（Ｐ１）は、電池（１００）の内部のＬｉ－ｉｏｎセルなどの電源／内部セル（１１４）
を充電するために、電池充電器（図示せず）に接続されるように構成される。電池（１０
０）の内部のＬｉ－ｉｏｎセルなどの電源／内部セル（１１４）へと接続される第２のコ
ンポーネント（Ｐ２）が、右側に存在する。
【０１３２】
　コンデンサ（Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、およびＣ４）およびインダクタ（Ｌ１）が、好ましく
は、図２（ａ）に示されるように回路内に配置される。これらのコンポーネントは、マイ
クロコントローラ（Ｕ１）へと動作可能に接続されたノイズ抑制回路を形成し、マイクロ
コントローラ（Ｕ１）は、ノイズ抑制回路から少なくとも１つの入力信号を受信すること
ができる。ノイズ抑制回路は、ノイズの抑制をもたらし、特にスプリアスノイズの抑制を
もたらす。
【０１３３】
　電圧調整回路（１１０）は、少なくとも１つのレギュレータを備える。レギュレータは
、プログラマブルコントローラ（Ｕ１）に動作可能に接続され、予め設定された電池出力
レベルにおいてプログラマブルコントローラ（Ｕ１）によって起動させられ、出力電圧を
調整するように構成される。これを、次でさらに詳しく説明する。
【０１３４】
　昇圧レギュレータが、ＮチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ２）、抵抗器（Ｒ１２、Ｒ４、Ｒ３
、Ｒ１４）、ダイオード（Ｄ２）、およびコンデンサ（Ｃ６）によって形成される。昇圧
レギュレータは、マイクロコントローラ（Ｕ１）に動作可能に接続され、マイクロコント
ローラ（Ｕ１）は、昇圧レギュレータから少なくとも１つの入力信号を受信して、電池充
電器から供給される電圧を昇圧レギュレータによって内部セル（１１４）を充電するため
のより高い電圧へと高めることを可能にするように構成される。昇圧レギュレータは、電
圧を、外部の電池充電器から供給される第１のレベル（例えば、約１．６Ｖ　ＤＣ）から
内部セルの充電に必要な第２のより高い電圧（＞３．５Ｖ　ＤＣ）へと高めるように構成
される。昇圧レギュレータは、パルス幅変調信号である第１の制御信号（ＰＷＭ１）によ
って制御され、その状態を第１の電流信号（ＣＵＲ１）によってマイクロコントローラ（
Ｕ１）へともたらす。
【０１３５】
　抵抗器（Ｒ６およびＲ１５）およびコンデンサ（Ｃ８）は、ｉ）ユーザの製品／デバイ
スによって取り出されている電流、およびｉｉ）放電中に電池（１００）の内部セル（１
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１４）によって使用されている電流を割り出し、あるいは感知するように構成された第１
の電流感知回路を協働して定める。第１の電流感知回路は、その状態を第２の電流信号（
ＣＵＲ２）によってマイクロコントローラ（Ｕ１）へともたらす。
【０１３６】
　降圧レギュレータが、ＰチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ１）、ダイオード（Ｄ１）、および
抵抗器（Ｒ２およびＲ１６）によって形成される。降圧レギュレータは、マイクロコント
ローラ（Ｕ１）に動作可能に接続され、マイクロコントローラ（Ｕ１）は、降圧レギュレ
ータから少なくとも１つの入力信号を受信して、内部セル（１１０）によって供給される
電圧を降圧レギュレータによって電池（１００）の出力電圧へと変換することを可能にす
るように構成される。
【０１３７】
　降圧レギュレータは、Ｌｉ－ｉｏｎセル（３．７Ｖ　ＤＣ）によって供給される電圧を
レギュレータ電池出力（最大１．５Ｖ　ＤＣ）へと変換するように構成される。当業者で
あれば、電池出力電圧が、ユーザの製品／デバイスによって使用されている電流に応じて
変化し得ることを、理解できるであろう。このような可変の調整は、パルス幅変調信号（
以下でさらに詳しく説明される）である第２の制御信号を介してマイクロコントローラ（
Ｕ１）によって制御される。
【０１３８】
　抵抗器（Ｒ１３およびＲ５）およびコンデンサ（Ｃ７）が、ｉ）Ｌｉ－ｉｏｎセルから
取り出されている電流、およびｉｉ）Ｌｉ－ｉｏｎセルへと充電されている電流を感知／
検出するように構成された第２の電流感知回路を協働して定め、この回路は、その状態を
第３の電流信号（ＣＵＲ３）によってマイクロコントローラ（Ｕ１）へともたらす。
【０１３９】
　マイクロコントローラ（Ｕ１）の電圧調整回路が、図３（ｃ）に示されている。このマ
イクロコントローラの電圧調整回路は、抵抗器（Ｒ８）およびダイオード（Ｄ４）を備え
、この回路は、その状態を電圧信号（ＶＲＥＦ）を介してマイクロコントローラ（Ｕ１）
へともたらす。
【０１４０】
　図３（ｂ）から見て取ることができるとおり、マイクロコントローラ（Ｕ１）は、抵抗
器（Ｒ７）およびコンデンサ（Ｃ５）を備える。図３（ｂ）は、マイクロコントローラ（
Ｕ１）がどのように図３（ａ）および図３（ｃ）の回路からいくつかの入力信号を受け取
るのかを示している。図３（ｂ）に示されるように、マイクロコントローラ（Ｕ１）は、
使用時に電池（１００）の正しい出力電圧を補償するとともに、電池（１００）が充電器
（図示せず）へと接続されたときに内部セル（１１４）の正しい充電も保証するために、
図３（ａ）の電流信号（ＣＵＲ１、ＣＵＲ２、およびＣＵＲ３）ならびに第１および第２
の制御信号（ＰＷＭ１およびＰＷＭ２）からフィードバックを得る。第２の電流信号（Ｃ
ＵＲ２）から感知される所定の電流がユーザの製品／デバイスによって取り出されている
場合、電池の出力電圧は、可能な限り最良の有用性を保証するために、第２の制御信号（
ＰＷＭ２）によって１．２Ｖ　ＤＣ～１．５Ｖ　ＤＣの間のプログラムされたレベルに設
定される。電圧を１．２Ｖ～１．５Ｖ　ＤＣの間のプログラムされたレベルに制御／調整
するこの能力は、本発明のきわめて有利な特徴である。これは、出力電圧が固定の１．５
Ｖ　ＤＣに設定されたならば、一部の電子装置は焼損しかねないからである。同様に、出
力電圧がより低い電圧に設定されると、電池は、一部の電子装置について充分な電圧を供
給できない可能性がある。
【０１４１】
　したがって、先進の微小電子装置の使用によって、調整された出力電圧を有する電池（
１００）が達成される。上述のとおりの電圧調整回路（１１０）を使用する電池（１００
）は、完全に放電される（すなわち、「フラット」になる）まで、大量の電力を出力する
ことができる。これは、放電する（すなわち、「フラットになる」）につれて出力電圧が
ゆっくりと低下し、結果としてユーザの製品／デバイスの動作の様相に影響が及ぶ既知の
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非充電式／使い捨ての電池および他のすべてのＮｉＭＨ／ＮｉＣＤ充電式電池よりも有利
である。
【０１４２】
　また、上述のとおりの電圧調整回路（１１０）を使用する電池（１００）は、調整され
た電圧入力をもたらすことができ、すなわち電池（１００）を、市販のあらゆるＮｉＭＨ
／ＮｉＣＤ電池充電器で充電することができる。これは、特別な充電器を必要とする既知
の回路によって調整される電池に対するさらなる利点となり得る。あるいは、所望であれ
ば、電池のために特別な充電器を開発することもできる。
【０１４３】
　電圧調整回路の第２の好ましい実施形態（図４（ａ）～図４（ｉ））
　図４（ａ）～図４（ｉ）は、本発明の電池（１００）に使用される電圧調整回路（１１
０）の別の形態の回路図を協働して示している。図４（ａ）～図４（ｉ）から見て取るこ
とができるとおり、電圧調整回路（１１０）は、互いに電子的かつ動作可能に接続された
いくつかの電子コンポーネントを備える。それらの電子コンポーネントの大部分について
は、値および単位も、これらの図に示されている。当業者にとって、電圧調整回路（１１
０）の構成および機能は、図４（ａ）～図４（ｉ）の概略図を検討すれば自明であり、し
たがって詳細に説明する必要はない。
【０１４４】
　それにもかかわらず、図４（ａ）～図４（ｉ）に示した電圧調整回路（１１０）の概略
図を、ここで簡単に説明する。
【０１４５】
　図４（ｉ）に示されるとおり、この第２の好ましい実施形態の電圧調整回路（１１０）
は、図４（ａ）～図４（ｈ）の回路からいくつかの入力および出力信号を送信および受信
するように構成されたマイクロコントローラ（Ｕ５）を備える。
【０１４６】
　図４（ａ）において、第１のコンポーネント（Ｐ１）は、ユーザの製品／デバイス（図
示せず）に接続されてユーザの製品／デバイスへと電力を供給するように構成された電池
（１００）の端子（１０２および１１２）を表す。さらに、第１のコンポーネント（Ｐ１
）は、電源、すなわち電池（１００）の内部のＬｉ－ｉｏｎセルなどの内部セル（１１４
）を充電するために、電池充電器（図示せず）に接続されるように構成される。
【０１４７】
　図４（ａ）は、出力電流センサ、低ドロップアウトリニアレギュレータ（すなわち、Ｌ
ＤＯレギュレータ）、ならびに同期降圧レギュレータ／昇圧およびパススルーを備える。
これらのコンポーネントは、後にさらに詳しく説明される。
【０１４８】
　図４（ｂ）は、電池（１１０）の内部の内部セル（１１４）に接続される第２のコンポ
ーネント（Ｐ２）を含む。図４（ｂ）の回路は、他の回路部分が必要とする電圧基準をも
たらすように構成される。この例では、固定電圧レギュレータが、２．０４８ボルトのＤ
ＣをＶＲＥＦ２へと出力する。この電圧が、１．５５Ｖ　ＤＣおよび１．４Ｖ　ＤＣの電
圧基準を提供するために抵抗器（Ｒ２１、Ｒ１２、Ｒ１８、およびＲ１５）を使用して分
割される。これらの電圧基準は、図４（ｉ）のマイクロコントローラ（Ｕ５）、図６の電
流センサ、および図８の同期降圧レギュレータ／電圧ブースタのうちの少なくとも１つ以
上によって使用される。
【０１４９】
　図４（ｃ）～図４（ｅ）が、集積回路Ｕ３、Ｕ７、およびＵ１４へのそれぞれの電源接
続を示している。これらは、第２のコンポーネント（Ｐ２）から電源Ｖ　ＣＥＬＬによっ
て直接給電される。
【０１５０】
　図４（ｆ）は、電池出力電圧を感知するための例示的な回路であり、外部の充電器を検
出するための充電器センサ回路として使用される。この回路およびその応用については、
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【０１５１】
　図４（ｇ）は、内部セル（１１４）の電圧を感知するための例示的な回路であり、内部
セル電圧センサとして使用される。この回路およびその応用については、後でさらに詳し
く説明する。
【０１５２】
　図４（ｈ）は、マイクロコントローラ（Ｕ５）に電力を供給するための固定の３．３Ｖ
　ＤＣレギュレータである。
【０１５３】
　図４（ｉ）は、どのようにしてプログラマブルマイクロコントローラ（Ｕ５）が図４（
ａ）～図４（ｈ）の回路からいくつかの入力を受信するのかを示している。
【０１５４】
　この第２の実施形態の電圧調整回路は、インテリジェントな電池出力、インテリジェン
トな電池充電、電源が放電の終わりに近づくときの電圧低下、および電池のレベルの表示
など、いくつかの重要な特徴を提供することができる。
【０１５５】
　次に、これらの重要な特徴およびそれらの達成方法について、図面を参照してさらに詳
しく説明する。
【０１５６】
　インテリジェントな電池出力
　インテリジェントな電池出力は、第２の実施形態の電圧調整回路（１１０）によって達
成され得る電池（１００）の特徴の１つである。
【０１５７】
　通常の電池（アルカリ１．５Ｖ使い捨て電池、リチウム１．５Ｖ一次電池、およびＭｉ
ＭＨ　１．２Ｖ充電式電池）においては、たとえ電池が新品で完全に充電されていても、
負荷の下で電圧がわずかに低下する。いくつかの電子装置は、これを念頭に置いて設計さ
れており、例えば多くの懐中電灯において、電球の定格は１．５Ｖではなく、１．５Ｖよ
りもわずかに低い電圧とされ、多くの場合に１．２Ｖ～１．４Ｖの範囲とされている。
【０１５８】
　固定の１．５Ｖの出力は、場合によっては、これらの電子装置を損傷させる。一部の懐
中電灯においては、固定の１．５Ｖの電池では、電球が焼損する。
【０１５９】
　本発明において、電池（１００）は、出力電流を感知し、出力電流に応じて出力電圧を
調節するように構成される。ＡＡ型電池について、考えられる電圧低下の例は、以下のと
おりである。
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【表１】

【０１６０】
　電池の出力電流は、いくつかの方法によって監視可能である。１つの方法は、正または
負のいずれかの出力にきわめて低いオーム値の抵抗器を使用し、抵抗器の両端の電圧を測
定することである。電流が増加すると、抵抗器の両端の電圧が上昇する。次いで、このフ
ィードバックを、電圧レギュレータを調節し、出力電圧を下げるために使用することがで
きる。
【０１６１】
　これを行う回路の例を、ここで説明する。
【０１６２】
　電圧調整回路（１１０）は、プログラマブルコントローラ（Ｕ５）に動作可能に接続さ
れ、出力電圧を調整するために予め設定された電池出力レベルでプログラマブルコントロ
ーラ（Ｕ５）によって起動されるように構成された少なくとも１つのレギュレータを備え
る。これを、次でさらに詳しく説明する。
【０１６３】
　図５のブロック図は、ＬＤＯレギュレータ（５１０）および降圧レギュレータ、すなわ
ち同期降圧レギュレータ（５３０）の両方を有する図４（ａ）の回路に対応する。ＬＤＯ
レギュレータ（５１０）は、低電流における電池の効率のために、この実施形態に含まれ
る。ただ１つのレギュレータまたは３つ以上のレギュレータを有することも可能である。
【０１６４】
　図５のブロック図を参照すると、電流が取り出されておらず、あるいは所定の少ない電
流しか取り出されていない場合、図４（ｉ）のマイクロコントローラ（Ｕ５）と同じであ
るプログラマブルコントローラ（５２０）が、ＬＤＯレギュレータ（５１０）を動作させ
て出力電圧を調整し、同期降圧レギュレータ（５３０）を停止させる。ＬＤＯレギュレー
タ（５１０）の出力は、電流の流れに関して感知され、電池出力（５５０）としてもたら
される。出力電流センサ（５４０）が、プログラマブルコントローラ（５２０）へとフィ
ードバックされる。出力電流が所定の電流の取り出しを超えると、プログラマブルコント
ローラ（５２０）は、同期降圧レギュレータ（５３０）を作動させ、ＬＤＯレギュレータ
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（５１０）を停止させる。この例では、小電流出力の場合、ＬＤＯレギュレータ（５１０
）の方が効率的であり、中～大電流出力の場合、同期降圧レギュレータ（５３０）の方が
効率的である。
【０１６５】
　図６の回路は、電池出力（５５０）をＰ１として有する図５の出力電流センサ（５４０
）の一例である。図６の出力電流センサ（５４０）のこの回路を、図４（ａ）においても
見ることができる。図４（ｉ）において見て取ることができるように、信号「Ｉ　ＥＮ」
、「ＬＯＡＤ　１」、および「ＶＲＥＦ　２」が、いずれもマイクロコントローラ（Ｕ５
）に接続される。
【０１６６】
　電流は、オペアンプ（Ｕ３Ａ）を使用して抵抗器（Ｒ１）の両端の電圧降下を測定し、
結果としての電圧をマイクロコントローラ（Ｕ５）へともたらし、マイクロコントローラ
（Ｕ５）においてプログラミングによって実際の電流値を決定することによって、測定さ
れる。抵抗器（Ｒ１）を通る電流の量が多いほど、抵抗器（Ｒ１）の両端の電圧差が大き
くなる（オームの法則により、電圧（Ｖ）＝電流（Ｉ）×抵抗（Ｒ））。図６の回路にお
いては、より高い測定精度をもたらすために、オペアンプ（Ｕ３Ａ）が、抵抗器（Ｒ１）
をまたいで測定された電圧差を増幅する。
【０１６７】
　図７の回路は、図５のブロック図におけるＬＤＯレギュレータ（５１０）と同じである
ＬＤＯレギュレータ（Ｕ１５）の回路の例である。図７のこの回路を、図４（ａ）におい
ても見ることができる。「Ｖ　Ｃｅｌｌ」信号は、内部セル１１４に接続され、「ＬＤＯ
　ＥＮ」は、マイクロコントローラ（Ｕ５）に接続され、Ｐ１は、電池出力（５５０）で
ある。
【０１６８】
　電流の取り出しが少ない場合、低負荷における最大効率を保証するために、ＬＤＯレギ
ュレータ（Ｕ１５）が、固定電圧レギュレータとして動作する。ＬＤＯレギュレータ（Ｕ
１５）は、プログラマブルコントローラ（５２０）、すなわちマイクロコントローラ（Ｕ
５）によって、作動または停止させられる。図７の回路において、ＬＤＯレギュレータ（
Ｕ１５）は、電池（１００）からの電流の取り出しが少ない場合に作動させられ、電池（
１００）から大きな電流が取り出される場合に停止させられる。大きな電流が取り出され
る際には、同期降圧レギュレータ（５３０）が役割を引き継ぐ。図７のこの例におけるＬ
ＤＯレギュレータ（Ｕ１５）は、固定電圧レギュレータである。しかしながら、本発明が
、ＬＤＯレギュレータが１．５Ｖ　ＤＣ出力に設定された可変電圧レギュレータであった
としても有効に機能することを、当業者であれば理解できるであろう。
【０１６９】
　図８の回路は、図５の同期降圧レギュレータ（５３０）の例である。図８のこの回路を
、図４（ａ）においても見ることができる。同期降圧レギュレータ（５３０）は、予め設
定された電池出力電流レベルにおいてマイクロコントローラ（Ｕ５）によって起動される
。「Ｖ　Ｃｅｌｌ」信号は、内部セル（１１４）に接続される。図４（ｉ）に示されるよ
うに、信号「ＰＷＭ　ＨＩ」、「ＳＨＮＴ　ＲＥＧ　ＥＮ」、および「ＰＷＭ　ＬＯＷ」
は、いずれもマイクロコントローラ（Ｕ５）に接続される。電池出力は、Ｐ１として示さ
れている。信号「Ｖ１Ｖ５５」は、固定の１．５５Ｖ　ＤＣ基準に接続される。
【０１７０】
　大電流が取り出される場合、マイクロコントローラ（Ｕ５）のプログラミングが、ＬＤ
Ｏレギュレータ（Ｕ１５）をオフにし、同期降圧レギュレータ（５３０）を使用して出力
を調整する。これは、オペアンプ（Ｕ３Ｂ）をオフにすることによって行われ、マイクロ
コントローラ（Ｕ５）は、オペアンプ（Ｕ１）、ＮチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ１）、Ｐチ
ャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ２）、およびインダクタ（Ｌ１）を介して出力電圧を制御する。
【０１７１】
　出力電圧は、入力電圧とデューティサイクルとを掛け合わせたものであるため、デュー



(23) JP 6931347 B2 2021.9.8

10

20

30

40

50

ティサイクルを下げることで、出力電圧を下げることができる。マイクロコントローラの
プログラミングが、デューティサイクルを制御する。
　Ｖ＿Ｏｕｔ＝Ｖ＿ｉｎ＊Ｄｕｔｙ
　Ｄｕｔｙ＝Ｑ１（オン時間）／Ｑ１（オフ時間）＋Ｑ１（オン時間））
　例えば、Ｖ＿Ｉｎ＝３．５Ｖ、オン時間＝４２０ｎｓ、オフ時間＝５８０ｎｓ
　Ｄｕｔｙ＝４２０ｅ－９／４２０ｅ－９＋５８０ｅ－９）＝０．４２
　Ｖ＿Ｏｕｔ＝３．５＊０．４２＝１．４７Ｖ
【０１７２】
　上述の実施形態は、効率を目的として２つのレギュレータを使用しているが、ただ１つ
のレギュレータまたは３つ以上のレギュレータを有することも可能である。
【０１７３】
　図９は、電池出力電流を測定するための出力電流センサ（５４０）の別の形態を示して
いる。図９の回路は、ホール効果センサ（図９においてＸで表されている）を使用して、
電流を運ぶ導体による磁場を測定し、抵抗器（Ｒ１）の必要性を排除する。導体の周囲の
磁場の強度は、導体を通る電流に比例する。電流が増加すると、磁場の強度も増す。電流
は、ＩＰ＋からＩＰ－へと流れる。
【０１７４】
　インテリジェントな電池充電
　インテリジェントな電池充電は、電圧調整回路（１１０）の第２の好ましい実施形態か
ら達成することができる別の特徴である。
【０１７５】
　ＡＡＡ型、ＡＡ型、Ｃ型、およびＤ型の形式の既存のハイブリッド（電源および電子装
置）電池は、特別な充電器を必要とし、あるいはＵＳＢなどの非標準的な方法で充電され
る。
【０１７６】
　本発明の電池（１００）は、電子回路を使用して標準的なＮｉＭＨまたはＬｉ－ｉｏｎ
電池充電器などの電池充電器からの電圧を感知し、この電圧を調整して内部セル（１１４
）を充電する。
【０１７７】
　これを行う回路の例を、次で説明する。
【０１７８】
　ここで図１０のブロック図を参照すると、電圧調整回路は、マイクロコントローラ（Ｕ
５）と同じであるプログラマブルコントローラ（１０３０）に動作可能に接続され、外部
の電池充電器（１０１０）からの電圧を検出することによって外部の電池充電器（１０１
０）への接続を判断するように構成された少なくとも１つの充電器センサ（１０２０）を
備える。
【０１７９】
　充電器センサ（１０２０）は、外部の電池充電器（１０１０）の電圧を電圧レベル情報
として検出し、検出された電池充電器（１０１０）の電圧を内部セル（１０７０）（内部
セル（１１４）と同じである）の充電に向けて調整するために、この電圧レベル情報をマ
イクロコントローラ（Ｕ５）へともたらすように構成することができる。
【０１８０】
　さらに、充電器センサ（１０２０）は、外部の電池充電器（１０１０）からの電圧レベ
ル情報を検出し、出力電圧をプログラムされた可変のレベルにおいて出力電流に応じて調
整するために、電圧レベル情報をマイクロコントローラ（Ｕ５）へともたらすように構成
することもできる。
【０１８１】
　再び図１０を参照すると、電池（１００）が外部の電池充電器（１０１０）に接続され
ると、充電器センサ（１０２０）は、外部の電池充電器（１０１０）からの電圧を検出し
、図４（ｉ）のマイクロコントローラ（Ｕ５）と同じであるプログラマブルコントローラ
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（１０３０）へと信号を送信する。この信号は、接続された外部の電池充電器（１０１０
）の種類に関する情報をプログラマブルコントローラ（１０３０）へともたらす。接続さ
れた外部の電池充電器（１０１０）が、第１の電源種類の電池充電器（例えば、Ｌｉ－ｉ
ｏｎ充電器）であり、内部セル（１０７０）（図１および図２の内部セル（１１４）と同
じ）も、同じ第１の電源種類（例えば、Ｌｉ－ｉｏｎセル）である場合、プログラマブル
コントローラ／マイクロコントローラ（１０３０、Ｕ５）は、充電器を内部セル（１０７
０）へと実質的に直接接続するようにパススルーを作動させる。接続された外部の電池充
電器（１０１０）が、第２の電源種類の電池充電器（例えば、ＮｉＭＨ電池充電器）であ
り、電池の内部セルが別の電源種類（例えば、Ｌｉ－ｉｏｎセル）である場合、プログラ
マブルコントローラ／マイクロコントローラ（１０３０、Ｕ５）は、昇圧またはパススル
ー回路（１０６０）を起動し、異なる電源の充電を可能にするように充電電圧を調整する
（例えば、より低いＮｉＭＨ充電電圧をより高いＬｉ－ｉｏｎ充電電圧まで上昇させる）
。
【０１８２】
　図４（ｆ）の回路は、充電センサ（１０２０）の例である。「ＶＯＵＴ」信号が、外部
の電池充電器（１０１０）へと接続され、図４（ｉ）に示されるように、「Ｖ　ＯＵＴ　
ＡＤＣ」信号が、マイクロコントローラ（Ｕ５）に接続される。
【０１８３】
　この実施形態の昇圧またはパススルー回路（１０６０）は、図４にも現れる図８を参照
して上述した同期降圧レギュレータ（５３０）と同じ回路である。「Ｖ　ＣＥＬＬ」信号
は、内部セル（１０７０）に接続される。「ＰＷＭ　ＨＩ」、「ＳＨＮＴ　ＲＥＧ　ＥＮ
」、および「ＰＷＭ　ＬＯＷ」信号は、いずれもマイクロコントローラ（Ｕ５）に接続さ
れる。Ｐ１は、電池出力である。「Ｖ１Ｖ５５」は、固定の１．５５Ｖ　ＤＣ基準に接続
される。「ＶＯＵＴ」信号は、外部の電池充電器（１０１０）に接続される。
【０１８４】
　例えば、Ｌｉ－ｉｏｎ充電器は、ＮｉＭＨ充電器よりも高い電圧を出力し、マイクロコ
ントローラ（Ｕ５）のプログラミングが、どの種類の外部の電池充電器（１０１０）が接
続されているかを判断する。次いで、マイクロコントローラ（Ｕ５）は、電池に使用され
ている特定の種類の電源の充電を可能にするために電圧を調整する必要があるかどうかを
判断し、特定の電源を充電するために必要な電圧レベルをもたらすように電圧調整回路を
制御する。
【０１８５】
　再び図４（ａ）および図４（ｉ）に目を向けると、マイクロコントローラ（Ｕ５）がＬ
ｉ－ｉｏｎ充電器が接続されていると判断し、内部セル（１１４）がＬｉ－ｉｏｎである
場合、マイクロコントローラ（Ｕ５）の出力は、ＰチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ２）を完全
にオンにし、ＮチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ１）をオフにする。これにより、Ｌｉ－ｉｏｎ
充電器は、どちらも実質的に短絡であるインダクタ（Ｌ１）およびＰチャネルＭＯＳＦＥ
Ｔ（Ｑ２）を介して内部セル（１０７０）に接続される。電池充電器は、Ｌｉ－ｉｏｎ電
池が挿入されたように動作／充電する。
【０１８６】
　マイクロコントローラ（Ｕ５）は、ＮｉＭＨ充電器が接続されていると判断し、内部セ
ル（１１７０）がＬｉ－ｉｏｎである場合、ＮチャネルＭＯＳＦＥＴが、信号「ＶＯＵＴ
」（電池端子および電池充電器）側から「ＶＣＥＬＬ」信号（内部セル（１１７０））へ
の昇圧器を生成するために使用される。インダクタ（Ｌ１）は、昇圧インジケータとして
使用されるため、ＮチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ１）がオンのとき、電流は充電源からイン
ダクタ（Ｌ１）へと流れる。ＮチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ１）がオフのとき、電流はＰチ
ャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ２）を通って「ＶＣＥＬＬ」へと流れ、入力コンデンサ（Ｃ１８
、Ｃ３４、およびＣ３５）は、インダクタのソース端を一定の電圧に保持する一方で、入
力コンデンサはＰチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ２）を通って放電する。
【０１８７】



(25) JP 6931347 B2 2021.9.8

10

20

30

40

50

　ここでの出力電流センサ（１０５０）の回路は、図４（ａ）にも現れる図５および図６
を参照して上述した出力電流センサ（５４０）と同じ回路である。電池の出力および外部
の電池充電器（１０１０）への接続が、図６にＰ１として示されている。図４（ｉ）に示
されるとおり、信号「Ｉ　ＥＮ」、「ＬＯＡＤ１」、および「ＶＲＥＦ２」は、いずれも
マイクロコントローラ（Ｕ５）に接続される。
【０１８８】
　電流は、オペアンプ（Ｕ３Ａ）を使用して抵抗器（Ｒ１）の両端の電圧降下を測定し、
結果としての電圧をマイクロコントローラＵ５へともたらし、マイクロコントローラＵ５
においてプログラミングによって実際の電流値を決定することによって、測定される。Ｒ
１を通る電流の量が多いほど、抵抗器（Ｒ１）の両端の電圧差が大きくなる（オームの法
則電圧（Ｖ）＝電流（Ｉ）×抵抗（Ｒ）による）。図６の回路においては、より高い測定
精度をもたらすために、オペアンプ（Ｕ３Ａ）が、抵抗器（Ｒ１）をまたいで測定された
電圧差を増幅する。
【０１８９】
　内部セル（１０７０）が完全に充電されると、コントローラは、抵抗器（Ｒ１）および
オペアンプ（Ｕ３Ａ）を介して内部セル（１０７０）が引き込んでいる電流が少なくなっ
ていることを感知することができ、この時点において、マイクロコントローラ（Ｕ５）は
、充電源をバイパスさせ、あるいは内部セル（１０７０）が完全に充電されたことを充電
源に知らせるために、ＰチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ２）をオンにする（ＰチャネルＭＯＳ
ＦＥＴ（Ｑ２）は、シャントレギュレータとして働く）。
【０１９０】
　図４（ｇ）の回路は、電圧センサ、すなわち内部セル電圧センサ（１０４０）の例であ
る。信号「Ｖ－ＣＥＬＬ」は、内部セル（１０７０）に接続され、信号「ＶＯＵＴ　ＡＤ
Ｃ」は、プログラマブルコントローラ（１０３０）、すなわちマイクロコントローラ（Ｕ
５）に接続される。
【０１９１】
　内部電源、すなわち内部セル（１０７０）の電圧レベルは、抵抗器（Ｒ１７およびＲ２
０）を介して感知され、その電圧は、マイクロコントローラ（Ｕ５）へともたらされる。
【０１９２】
　上述の好ましい実施形態のこの説明は、ＮｉＭＨまたはＬｉ－ｉｏｎ電池充電器に言及
しているが、充電センサならびに昇圧またはパススルー回路を変更することによって任意
の種類の電池充電器を使用できることを、当業者であれば理解できるであろう。
【０１９３】
　また、外部の電池充電器を、フラッシュコンバータまたはマルチコンパレータ（図１１
を参照）あるいはデュアルスロープＡＤＣ（図１２を参照）などの他の種類の比較器を使
用して検出することも可能である。
【０１９４】
　また、内部セル（１０７０）を、フライバックトランスなどのトランスフォーマベース
のコンバータを介するなど、他の回路設計を使用して外部の電池充電器（ＮｉＭＨ充電器
など）から充電することもできる。
【０１９５】
　トランスフォーマベースの回路の例を、図１３に示す。
【０１９６】
　内部セルを、シングルエンド・プライマリ・インダクタ・コンバータ（ＳＥＰＩＣ）ま
たは‘ＣＵＫコンバータなどの他の回路設計を使用して外部の電池充電器から充電するこ
ともできる。これらのコンバータは、充電器よりも高い電圧または充電器と同じ電圧の内
部セルを充電できるように、電池充電器の電圧を高める。ＳＥＰＩＣおよび／または‘Ｃ
ＵＫ回路の例を、図１４に示す。
【０１９７】
　電源が放電終了に近づいたときの電圧低下
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　これは、電圧調整回路（１１０）の第２の実施形態によってもたらされる別の特徴であ
る。
【０１９８】
　通常の電池（アルカリ１．５Ｖ使い捨て電池、リチウム１．５Ｖ一次電池、およびＮｉ
ＭＨ　１．２Ｖ充電式電池）は、フラットになる（放電する）につれて、電圧がゆっくり
と低下する。これを、懐中電灯において使用につれて暗くなるときに見て取ることができ
、あるいは玩具および電動歯ブラシなどのモータ付きのデバイスにおいて速度が遅くなる
ときに見て取ることができる。既存のハイブリッド（電源および電子装置）電池は、固定
電圧出力を有し、内部の電力がフラットになると、電池出力が単にオフになる。これは、
必ずしも望ましくない。例えば、ユーザは、完全な明るさの懐中電灯を使用していて、警
告もなく突然に懐中電灯が消えてしまう場合、望ましくないと判断する可能性がある。
【０１９９】
　本発明のこの形態の電池は、内部の電源を監視することができ、放電の終わりに近づく
（すなわち、ほぼフラットになる）場合に、電池電圧が充電を必要としていることをユー
ザに知らせるために下げられる。
【０２００】
　本発明のこの形態の電池は、出力電圧を出力電流にかかわらずに下げることができる。
これは、出力電流が大きく、電池出力が下げられる場合に、さらなる減少が依然として適
用されることを意味する。本発明によるＡＡ型電池について考えられる電圧低下の例は、
以下のとおりである。
【表２】

【０２０１】
　これを行う回路の例を、次で説明する。
【０２０２】
　ここで図１５のブロック図を参照すると、内部セル（１５１０）（図１および図２の内
部セル（１１４）と同じである）の電圧が、電圧センサ（１５２０）によって感知され、
この情報（内部セル電圧）が、図４（ｉ）のマイクロコントローラ（Ｕ５）と同じである
プログラマブルコントローラ（１５３０）へともたらされる。内部セル（１５１０）の電
圧がマイクロコントローラ（Ｕ５）に予めプログラムされた所定のレベルに低下した場合
、マイクロコントローラ（Ｕ５）は、同期降圧レギュレータ（１５６０）の出力を低下さ
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せ、電池の出力電圧を低くする。
【０２０３】
　負荷下にあるときに電池出力（１５５０）の電圧を下げる出力電流感知／出力電流セン
サ（１５４０）とともに使用される場合、低い内部セル（１５１０）についてプログラム
された電圧低下を、「インテリジェントな出力」の一部としてプログラムされた電圧低下
に追加することができる。
【０２０４】
　図１５は出力電流センサ（１５４０）の使用を示しているが、これは随意である。
【０２０５】
　図４（ｇ）の回路は、電圧センサ（内部セル電圧センサ）の例である。「ＶＣＥＬＬ」
信号は、内部セル（１５１０）に接続され、「Ｖ　ＯＵＴ　ＡＤＣ」信号は、マイクロコ
ントローラ（Ｕ５）に接続される。
【０２０６】
　内部電源または内部セル（１５１０）の電圧レベルは、抵抗器（Ｒ１７およびＲ２０）
を介して感知され、この電圧は、インテリジェントな電池出力の箇所で上述したやり方と
同じやり方でマイクロコントローラ（Ｕ５）へともたらされる。
【０２０７】
　ここで、同期降圧レギュレータ（１５６０）の回路は、図４（ａ）にも現れる図８の回
路と同じ回路である。
【０２０８】
　再び図８に目を向けると、「Ｖ　ＣＥＬＬ」信号は、内部セルに接続される。「ＰＷＭ
　ＨＩ」、「ＳＨＮＴ　ＲＥＧ　ＥＮ」、および「ＰＷＭ　ＬＯＷ」信号は、いずれもマ
イクロコントローラ（Ｕ５）に接続される。Ｐ１は、電池出力である。「Ｖ１Ｖ５５」信
号は、固定の１．５５Ｖ　ＤＣ基準に接続される。「ＶＯＵＴ」信号は、電池出力端子に
接続される。
【０２０９】
　図４（ａ）の回路は、電池が負荷下にあり、ＬＤＯレギュレータ（Ｕ１５）ではなく同
期降圧レギュレータ（１５６０）回路が使用されているとき、出力電圧をより効果的に下
げる。電流の取り出しが少ないときに電圧低下を可能にするために、ＬＤＯレギュレータ
（Ｕ１５）を、図４（ａ）の回路図に示されている固定出力レギュレータではなく、可変
ＬＤＯレギュレータで置き換えることができる。
【０２１０】
　マイクロコントローラ（Ｕ５）のプログラミングは、同期降圧レギュレータ（１５６０
）を使用して出力を調整するため、出力電圧を低下させる。
【０２１１】
　電圧は、オペアンプ（Ｕ３Ｂ）をオフにすることによって下げられ（調整され）、マイ
クロコントローラ（Ｕ５）は、オペアンプ（Ｕ１）、ＮチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ１）、
ＰチャネルＭＯＳＦＥＴ（Ｑ２）、およびインダクタ（Ｌ１）を介して電圧を制御する。
【０２１２】
　出力電圧は、入力電圧とデューティサイクルとを掛け合わせたものであるため、デュー
ティサイクルを下げることで、出力電圧を下げることができる。マイクロコントローラの
プログラミングが、デューティサイクルを制御する。
【０２１３】
　Ｖ＿Ｏｕｔ＝Ｖ＿ｉｎ＊Ｄｕｔｙ
　Ｄｕｔｙ＝Ｑ１（オン時間）／Ｑ１（オフ時間）＋Ｑ１（オン時間））
　例えば、Ｖ＿Ｉｎ＝３．５Ｖ、オン時間＝４２０ｎｓ、オフ時間＝５８０ｎｓ
　Ｄｕｔｙ＝４２０ｅ－９／４２０ｅ－９＋５８０ｅ－９）＝０．４２
　Ｖ＿Ｏｕｔ＝３．５＊０．４２＝１．４７Ｖ
【０２１４】
　また、内部セル電圧を、フラッシュコンバータまたはマルチコンパレータ（図１１を参
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照）あるいはデュアルスロープＡＤＣ（図１２を参照）などの他の種類の比較器を使用し
て測定することも可能である。
【０２１５】
　電源が放電終了に近づいたときの電圧低下の上述の特徴は、本発明の第１の実施形態で
説明した電圧調整回路（１１０）を使用する電池（１００）にも同様に適用することがで
きる。
【０２１６】
　電池のレベルの表示
　これは、電圧調整回路（１１０）の第２の実施形態によってもたらされる別の特徴であ
る。
【０２１７】
　本発明の電池（１００）は、電池の表面に、電池の充電または電力レベルを知らせ、あ
るいは示すように構成された任意の形態のインジケータを含むことができる。どの程度の
電力が電池に残されているかをユーザに示す電圧レベル計などの電圧レベルインジケータ
を使用することができる。
【０２１８】
　通常の電池（アルカリ１．５Ｖ使い捨て電池、リチウム１．５Ｖ一次電池、およびＮｉ
ＭＨ　１．２Ｖ充電式電池）は、フラットになるにつれて、電圧がゆっくりと低下する。
電池のユーザは、どの程度の電力が電池に残されているかを確認するためにマルチメータ
で電圧を測定することができる。一部の使い捨て電池は、電池の側面に電圧レベルインジ
ケータを有している。しかしながら、既存の充電式電池は、電圧レベルインジケータを有
していない。
【０２１９】
　既存のハイブリッド（電源および電子装置）電池は、電圧インジケータを有しておらず
、電源、すなわち内部セル（１１４）に残っている電力に関係なく、出力は常に１．５Ｖ
である。
【０２２０】
　この内部セル（１１４）がＬｉ－ｉｏｎである場合、測定される電池電圧の例は、以下
のとおりである。
　フル充電＝４Ｖ超
　２５％放電＝３．９Ｖ
　５０％放電＝３．８Ｖ
　７５％放電＝３．７Ｖ
　フラット＝３Ｖ以下
【０２２１】
　内部セル（１１４）の電圧を、さまざまな方法で測定することができる。１つのやり方
は、図４（ｇ）の回路による。Ｌｉ－ｉｏｎセルなどの内部セル（１１４）の電圧は、抵
抗器（Ｒ１７およびＲ２０）を介して直接測定され、マイクロコントローラ（Ｕ５）へと
もたらされ、残っている電力のレベルを、マイクロコントローラ（Ｕ５）のプログラミン
グによって計算することができる。
【０２２２】
　内部セル（１１４）の電圧を示すために、サーモクロミックインクで覆われた導電スト
リップを、透明フィルムまたはラベルの透明部分の下方において電池（１００）の表面に
設置することができ、一方または両方の端部が押されたときに回路が完成し、導電性フィ
ルムの各々の端部に電圧が印加される。サーモクロミックインクは、導電性フィルムの温
度を示すように色の変化を生じ、導電性フィルムの温度は、フィルムを通って流れる電流
に比例すると考えられる。単一のサーモクロミックインクまたは複数のインクを使用する
ことができる。
【０２２３】
　測定された内部セル（１１４）の電圧に基づいてプログラムされた電流制限回路を使用
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【０２２４】
　例えば、
　フル充電＝４Ｖ超＝５０ｍＡ
　２５％放電＝３．９Ｖ＝４０ｍＡ
　５０％放電＝３．８Ｖ＝３０ｍＡ
　７５％放電＝３．７Ｖ＝２０ｍＡ
　フラット＝３Ｖ以下＝０ｍＡ
【０２２５】
　電流制限回路の例を、図１６に示す。
【０２２６】
　定電流回路－電流＝５０ｍＡ。負荷は、定電流で駆動される。
【０２２７】
　他の測定のやり方として、シングルまたはマルチスロープコンパレータあるいはフラッ
シュコンバータなどの比較器の使用が挙げられる。
【０２２８】
　内部セル（１１４）に残っている電力のレベルは、さまざまな方法を用いて示すことが
可能である。別のやり方は、電圧レベルを示すようにマイクロコントローラ（Ｕ５）によ
ってプログラムされた電池ケースに内蔵された小型ＬＥＤを使用することである。ＬＥＤ
は、超低電流であって、常にオンのままであってよく、あるいは電池の一部分において動
作して回路を完成させることができる。これを、電池ラベルの下方の導電性フィルムを使
用して行うことができる。
【０２２９】
　電圧レベルを示す回路の例を、図１７に示す。
【０２３０】
　電池のレベルの表示の上述の特徴は、本発明の第１の実施形態で説明した電圧調整回路
（１１０）を使用する電池（１００）にも同様に適用することができる。
【０２３１】
　インテリジェントな電池出力および電源が放電の終わりに近づくときの電圧低下につい
ての実施形態を、充電式電池に関連して説明したが、これらの電圧調整回路を、非充電式
電池においても同様に電圧出力を制御するために使用できることは、当業者にとって明ら
かであろう。同様に、電池のレベルの表示は、非充電式電池においても使用可能である。
【０２３２】
　他の電池との比較
　下記の表３が、本発明の電池が、種々の製品に適用された場合に既知の電池にどのよう
に比肩するのかを示している。
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【表３】

【０２３３】
　図１８は、いくつかの種類のＡＡ型電池について、デジタルコンパクトカメラで試験し
た場合の実際のデータを示すグラフである。このグラフの結果は、デジタルコンパクトカ
メラにおいて２個のＡＡ型電池を使用し、フラッシュをオンにした状態でカメラがもはや
撮影できなくなるまで行った試験からの結果である。
【０２３４】
　棒グラフの濃い色の部分は、電池の残量が少ない旨が表示される前までにフラッシュあ
りで撮影された写真の枚数を示している。電池の残量が少なくなったとき、カメラは節電
モードに入り、ディスプレイが、フラッシュを充電するときに撮影の合間に消灯した。充
電時間も長くなった。棒グラフの明るい色の部分は、電池の残量が少ないときに撮影され
た写真の枚数を示している。
【０２３５】
　本発明の電池（「ＢＯＯＳＴ　ＦＰ」と称する）は、すべての写真について、撮影でき
る状態になるのが速かった。ＢＯＯＳＴ　ＦＰは、長持ちし、フラッシュの充電が速く、
その他の充電式電池と比べて充電してから次の充電までの間により多くの写真を撮影でき
ることが、試験によって確認された。
【０２３６】
　図１９は、いくつかの種類のＡＡＡ型電池について、ＣＲＥＥ　ＬＥＤ懐中電灯で試験
したときのデータを示すグラフである。具体的には、グラフの結果は、ＣＲＥＥ　ＬＥＤ
懐中電灯において３個のＡＡＡ型電池で実施された試験からの結果である。
【０２３７】
　明るさをＬｕｘメータで測定し、本発明の電池（「ＢＯＯＳＴ　ＦＰ」と称する）の明
るさを、１００％ベースラインとした。順々に続く記録を、このベースラインに対するパ
ーセンテージとして得た。
【０２３８】
　グラフの左側は、最初にオンにしたときの明るさを示している。時間が経過するにつれ
て、電池がゆっくりと放電を開始する（または、「フラットになる」）一方で、懐中電灯
の明るさが低下した。
【０２３９】
　他の電池は、きわめて速く出力が低下し、結果として、きわめて短い時間（例えば、１
～１５または２～１０分など、数分以内）で懐中電灯の出力が大幅に暗くなった。図１９
のグラフは、ＡＡＡ型電池によるＣＲＥＥ　ＬＥＤ懐中電灯の時間経過に対する相対的な
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明るさを示しており、試験した他のいかなる電池も、フルの明るさをＢＯＯＳＴ　ＦＰほ
ど長くはもたらすことができないことを、明らかに示している。
【０２４０】
　図２０は、いくつかの種類の電池について、連続使用において外部のカメラフラッシュ
を充電するために長期にわたって使用されたときの予想される結果を示すグラフである。
グラフにおいて線が低い位置にあるほど、カメラのフラッシュの充電が迅速である。本発
明の電池は、このグラフにおいては「Ｒｅｖｏｌｔ　Ｐｒｏ」と称される。図２０から見
て取ることができるとおり、本発明の電池を使用すると、ユーザはもはやカメラのフラッ
シュの充電を長時間待つ必要がなく、ユーザのカメラのフラッシュは電池がフラットにな
るまで当初のままの速い速度で充電される。
【０２４１】
　本発明の利点
　本発明の利点または利益のいくつかは、以下のとおりである。
　・電池は充電式であってよく、すなわち何度も繰り返して使用できるため、多数回の使
用により費用効果に優れる。
　・本発明のいくつかの実施形態による電池は、充電式であり、再使用可能であるため、
既知のあらゆる非充電式／使い捨て電池と比較して、環境に優しい。
　・大電流のデバイスにおける優れた性能。
　・あらゆる種類のデバイスに適する。
　・可能な限り最高の性能をもたらすインテリジェントな調整された出力。
　・電池充電器の種類または電池充電器によって供給される（例えばＮｉＭＨ／ＮｉＣＤ
／Ｌｉ－ｉｏｎ充電器などの既存の電池充電器などからの）電圧を感知し、Ｌｉ－ｉｏｎ
セルなどの内部セルまたは充電式電源を充電するように電圧を調節するインテリジェント
な電子装置。
　・電池が、フラットになるまで継続的な高出力をもたらす。
　・１つの随意による選択肢において、特別な電池充電器は不要であり、電池を市販のあ
らゆるＮｉＭＨ／ＮｉＣＤ／Ｌｉ－ｉｏｎ電池充電器で充電することができる。例えば、
本発明の電池の内部の高度な電子装置は、ＮｉＭＨ電池充電器によって供給される電圧を
昇圧して、Ｌｉ－ｉｏｎセルのための調整された安全な充電を提供する。
【０２４２】
　他の利点として、以下が挙げられる。
　・本発明の電池の内部のＬｉ－ｉｏｎセルなどの電源は、容量の有意な低下を生じるこ
となく１０００回もの充電が可能である。これは、１週間に１回電池を充電した場合、約
２０年後に元の容量の８０％を依然として有することを意味する。その後、電力容量が小
さくなるだけで、さらに何年も長持ちする。
　・２１００ｍＡｈのＡＡ型ＮｉＭＨ電池の定格が、２５２０ｍＷｈ（１．２Ｖ×２１０
０ｍＡｈ）である一方で、本発明のＡＡ型電池の定格は、２９００ｍＷｈである。したが
って、本発明のこの電池は、２１００ｍＡｈのＮｉＭＨ電池よりも多くの電力を含んでい
る。使用可能な容量は、ユーザの電子デバイスが必要とする最低電圧に依存する。また、
放電率に依存してわずかに変化する。ユーザの電子デバイス／製品が動作に少なくとも１
．１Ｖを必要とする場合、本発明の電池は、約２４００ｍＡｈのＮｉＭＨ電池とほぼ同等
である。ユーザの電子装置が動作に少なくとも１．１５Ｖを必要とする場合、本発明の電
池は、おおむね２６００ｍＡＨ～２７００ｍＡＨのＮｉＭＨ電池と同等である。
　・本発明の電池の内部の電子装置は、常にオンであるように意図されている。電子装置
が休止時に取り出す電流は、比較的少ない３０μＡであり、自己放電率よりも少ない電力
しか消費しない。
　３０μＡ＝０．０３ｍＡ
　１２ヵ月＝３６５日×２４時間／日＝８７６０時間
　１年間に取り出されるｍＡｈ＝８７６０×０．０３＝２６２．８ｍＡｈ
　Ｌｉ－ｉｏｎセルなどの電源の１年間の自己放電は、約２０％である。したがって、１
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２ヵ月後に残る総電力は、本発明のＡＡ型電池において依然として１０００ｍＡｈ超であ
る。
　・本発明の電池の電源は、完全にはフラットにならない。安全な低電圧に達すると、電
池内の電子装置が出力をオフにすることで、Ｌｉ－ｉｏｎセルなどの電源を保護する。
【０２４３】
　変種
　当然ながら、以上が本発明の実例となる例によって与えられているが、当業者にとって
明らかであると考えられるそのようなおよび他のあらゆる変更および変形が、上述した本
発明の広い範囲および領域に包含されるとみなされることを、理解できるであろう。
【０２４４】
　ＡＡ型／ＡＡＡ型電池を参照して本発明を説明してきたが、本発明の電池は、これらに
限られるわけではないがＡＡ型、ＡＡＡ型、Ｃ型、Ｄ型、９Ｖ、ランタン電池、など、任
意の種類またはサイズであってよい。
【０２４５】
　図面を参照して上述したような電圧調整回路は、当業者であれば同一または実質的に同
様の目的に使用されると考えるであろういくつかの可能な電圧調整回路の例にすぎない。
【０２４６】
　同様に、図面を参照して上述したような電圧調整回路のいくつかのコンポーネントは、
必ずしも図面に示した構成に似ている必要はなく、これらのコンポーネントの各々は、当
業者であれば同じまたは実質的に同様の目的の提供に適すると考えるであろう任意の適切
な同等のコンポーネントで置き換え可能である。
【０２４７】
　プログラムされたマイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラ
マブルロジックアレイ（ＰＬＡ）、フィールドプログラミングゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
、あるいは目的に適したその他の形態の電子もしくは論理回路またはプログラマブル論理
素子、など、電子コントローラのいくつかの他の代案の形態を電圧調整回路に実装できる
ことを、当業者であれば理解できるであろう。そのような電子コントローラを、入力およ
び出力信号を送信および受信することによって、プログラムされた可変のレベルにおいて
出力電圧を感知および調整するために、電圧調整装置の他の電子コンポーネントのうちの
１つ以上へと動作可能に接続することができる。
【０２４８】
　内部電源は、Ｌｉ－ｉｏｎセルに限られる必要はなく、目的に適した電源であってよい
。基本的な電子設計は、異なる電源でも同じままであると考えられ、特定の電源の出力電
圧および充電要件に適合するように変更することができる。Ｌｉ－ｉｏｎが電源として好
ましいが、使用可能な他の可能な電源は、ＮｉＭＨまたはＮｉＣＤである。薄膜リチウム
など、新興の最先端技術の充電式セルも、使用することができる。
【０２４９】
　本発明の電池は、既存の充電器を使用して充電することができ、特別な充電器を必要と
しないことを、理解すべきである。しかしながら、本発明の電池のために特別な充電器を
開発することも可能である。
【０２５０】
　また、本明細書に記載され、あるいは特許請求の範囲において請求される製品、方法、
またはプロセスが、未完成の状態で、個々のコンポーネントとして、あるいは「部品のキ
ット」として販売される場合、そのような利用が本発明の範囲に包含されることも、理解
できるであろう。
【０２５１】
　以上の説明の目的において、「上方」、「下方」、「右」、「左」、「垂直」、「水平
」、「上」、「下」、「横」、「縦」、「側方」、「前」、および「後ろ」といった用語
、ならびにその派生語は、図面／図における本発明の向きに関する。しかしながら、本発
明が、そのようでないと明示的に指定されている場合を除いて、さまざまな代案の変形例
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を想定できることを、理解すべきである。また、添付の図面に示され、本明細書に記載さ
れた特定の装置は、本発明の単なる例示的な実施形態にすぎないことも、理解されたい。
したがって、本明細書に開示の実施形態に関する特定の寸法および他の物理的特性は、本
発明を限定するものとみなされるべきではない。

【図１】 【図２】
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